
「平和」がわたしの原点
　小さい頃、戦争の絵本を読んでショックを受け、普通の飛行機さえも
怖がるようになっていた私に、母が教えてくれました。日本には「戦争を
しない」と決めた憲法9条があること、戦争中
にも戦争に反対し続けた政党、日本共産党が
あることを。
　これが憲法９条、そして日本共産党との私の
出会いです。だから、私の原点は「平和」です。

政治を変える決意
　就職した会社で、企業がつくる社会・環境活動レポート（CSR報告
書）の研究・アドバイスの仕事にたずさわりました。しかし、個々の企業
がいくら理想を掲げても、就職難は解決しない、大量の派遣切りも止
められない。
　ほんとうに企業が社会的責任を果たせるルールをつくるためには政
治を変えなくては̶̶そう考えていた時に、「候補者に」という要請が
あり、私は決意しました。

現場の声に学びながら
　活動のなかで大切にしているのは、現場に足を運ぶこと。「働きたい
のに仕事がない」「給料があまりにも安すぎる」「職場で『心の病』はあた

り前」̶ ̶多くの方の切実な声に突き動かされ
ています。被災地にも何度も足を運び、原発ゼ
ロのデモや行動にも参加し続けています。
　人びとが暮らし、たたかう現場の声を政治に
届けたい̶̶候補者活動のなかでの私の決意
です。

日本共産党東京都委員会・雇用と就活対策室長・吉良よし子さんの見解と活動を紹介します。
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　国民のねがいに逆行し、消費税増税や原発再稼働を押し進
めようとしている安倍自民・公明政権。さらに憲法９条まで変え
ようという動きに、不安と怒りの声がひろがっています。
　私は、参議院にこの国民の声を届けるためにがんばります。
　戦争はしないと誓ったこの憲法を守り、いのちが大切にされる
政治、だれもが希望をもって働ける社会を実現するためにがん
ばります。

参議院 比例代表は
「日本共産党」と政党名で

個人名でも投票できます。【制度解説】

党政策委員長
（参議院比例代表予定候補）

小池 晃

力をあわせてがんばります

1982年9月14日高知県生ま
れ。高知県追手前高校卒。早
稲田大学第一文学部（日本文
学専修）卒。豊島区内の印刷
会社で4年間、CSR（企業の
社会的責任）の報告書作成支
援の仕事に携わる。東京都議
会議員選挙（2009）豊島区候
補。田村智子（現参議院議員）
秘書をしたのち、日本共産党東
京都委員会・雇用と就活対策
室長。趣味は合唱、読書、ピア
ノ、映画鑑賞、観劇など。憲法を守り、いかす政治を
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日本共産党の「しんぶん赤旗」をお読みになりませんか

東京が見える新聞「東京民報」（週刊・月４００円）もどうぞ

「しんぶん赤旗」は、企業広告にたよら
ず、権力に癒着しないから、タブーなく
真実に鋭く迫ります。たたかいをはげま
し、暮らしに役立つ情報をとどける新聞
です。

一般の新聞と同様、各戸配達をします。お
申し込みは吉良よし子事務所まで。日本共
産党のHPからもお申し込みいただけます。

日　刊 月３４００円
日曜版 月８００円

きら よしこ

毎週図書館に通う本好き少女でした

雨のなか「原発ゼロ」を訴える

き　
　
ら



吉良よし子さんに期待します

　

安
倍
政
権
が
原
発
再
稼
働
に
む
か
う
な
か
、
金
曜
の
官
邸
前
に

は
い
ま
も
多
く
の
み
な
さ
ん
が
詰
め
か
け
「
再
稼
働
反
対
」「
原
発

な
く
せ
」
の
コ
ー
ル
が
続
い
て
い
ま
す
。
私
も
、
昨
年
４
月
か
ら
毎

週
の
よ
う
に
官
邸
前
に
で
か
け
、一緒
に
行
動
し
て
い
ま
す
。

　

福
島
原
発
事
故
の
被
災
者
を
応
援
す
る
、
放
射
能
の
危
険
か
ら

い
の
ち
と
健
康
、
環
境
を
守
る
、
そ
の
た
め
に
原
発
即
時
ゼ
ロ
を
実

現
す
る
こ
と
は
、
い
の
ち
を
守
る
政
治
の
根
本
だ
と
思
い
ま
す
。

金曜夜の首相官邸前行動でのスピーチは
YouTubeでご覧になれます

毎回スタッフとして参加している「池袋派遣
村」の街頭相談

　

若
い
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
「
若
者
・
子
育
て
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
」

に
と
り
く
み
、
そ
の
声
に
も
と
づ
い
て
、
若
者
・
学
生
・
子
育
て

世
代
を
支
援
す
る
政
策
提
言
を
お
こ
な
って
い
ま
す
。

　
「
若
者
に
ま
と
も
な
仕
事
を
」「
人
間
ら
し
い
働
き
方
を
」̶̶

こ
れ
は
若
い
世
代
の
強
い
願
い
で
す
。
同
時
に
、
日
本
社
会
の
将
来

の
た
め
に
解
決
が
迫
ら
れ
て
い
る
大
事
な
課
題
で
す
。

　

私
自
身
も
、「
就
活
」
で
は
数
十
社
受
け
て

内
定
し
た
の
が
１
社
。
内
定
が
決
ま
ら
ず
精
神

的
に
落
ち
込
み
、家
族
と
の
連
絡
を
絶
って
し
ま
っ

た
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。
面
接
官
に
「
結
婚
、

出
産
が
あ
る
か
ら
女
性
を
採
る
の
は
リ
ス
ク
」
と

言
わ
れ
、
悔
し
い
思
い
も
し
ま
し
た
。
こ
の
体
験

か
ら
も
深
刻
な
就
職
難
や
若
者
の
働
き
方
を
変

え
て
い
き
た
い
の
で
す
。

　

大
企
業
を
応
援
し
な
が
ら
、
国

民
に
は
「
財
源
が
足
り
な
い
」
と

消
費
税
の
増
税
を
お
し
つ
け
る
。

こ
ん
な
逆
立
ち
し
た
や
り
方
は
許

せ
ま
せ
ん
。
そ
の
う
え
、
年
金
を

引
き
下
げ
、
医
療
や
介
護
の
負
担

を
増
や
し
、
あ
げ
く
は
生
活
保
護

の
引
き
下
げ
ま
で
。
ぎ
り
ぎ
り
の

暮
ら
し
を
し
て
い
る
人
に
「
死
ね
」

と
で
も
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。
私

は
、
ゆ
が
ん
だ
政
治
を
た
だ
す
た

め
に
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

若者を「使い捨て」に
する社会に未来はあり
ません

仮設住宅で要望を聞く
（宮城県・石巻市）

反貧困

宮城県議会議員

三浦一敏

震災後、何度も石巻に来て、救援ボラン
ティアとして、泥だし、支援物資届け、要
望聞きとりを一生懸命やっていただき
ました。被災者の気持ちがわかる吉良

よし子さんの国政での活躍を
期待します。

脱原発のねがい託せる人

脱原発デモ主催者

紫野明日香

いまを生きる私たち大人の責任は１日も
早く原発をなくすことです。子どもたちの
輝く未来のために、吉良よし子さんがんば
ってください。

青年世代を応援する東京のための政策
提言作成作業をご一緒しました。青年
の明るい未来を切りひらく、一番星とし
て輝いてほしい人です。　

青年の未来にキラリと輝いて

年
金・医
療・介
護
の

切
り
下
げ
は
ゆ
る
さ
な
い

「
就
職
氷
河
期
」を
み
ず
か
ら

体
験
し
た
一
人
と
し
て

未
来
を
に
な
う
若
者
に

ま
と
も
な
仕
事
と
働
き
方
を

子
ど
も
か
ら
お
年
よ
り
ま
で

い
の
ち
守
る
政
治
め
ざ
し
全
力

みなさんと力あわせ政治に希望を
吉良よし子はがんばります

弁護士

笹山 尚人

ニコニコ動画の生放送「とことん共産党」
に出演した吉良よし子、小池晃・党政策
委員長、たつみコータロー・参議院大阪
選挙区予定候補（写真左から）。録画は
日本共産党のHPからもご覧になれます。

若者に
シゴトを

“ニコ生”出演！

原発
　ゼロ
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